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(Watanabe K, et al. J Thorac Cardiovasc Surg 2009)。また、伊吹らは、幼児期までチア
ノーゼが持続する単心室（ Single Ventricle:  SV）と、生後早期にチアノーゼから脱却で
きる完全大血管転位(Transposition of the Great Arteries: TGA)の２ 群における乳児期から
幼児期の発達と脳 MRI を比較した。乳児期には２群ともに発達検査・脳容積ともに有意
差は認めないが、幼児期（ 3 歳）では、SV 群の方が、TGA 群と比較して有意に脳容積
が小さく、発達遅延傾向にあることを示した。また、脳容積・発達指数ともに酸素濃度












心疾患児の発達観察研究を継続した。対象者は、幼児期にBayley scale of Infant and 








 ＜結果＞対象者は34名で、SV 児の幼児期の発達指数（ Mental Developmental Index: 
MDI）89.2±10.5、学童期のIQ（ 93.3±11.5）ともに、健常児より有意に低く（ともにP<0 
.01）、10名（ 28％） が何らかの学習支援を必要としていた。幼児期のMDIは、学童期の
IQと相関があり（R2 = 0.41、P <  0.01,）、幼児期にMDIが85未満 （－1SD未満)  群の方







と学童期の全脳容積の伸び率は、SV群とTGA群に有意差はなかった(2.95±0.93 vs 2.73±0.81, 
P =  0.70)。幼児期のBayley発達検査と学童期のWISC知能検査ともに、SV群はコントロ
ール群と比較して有意に低かった（ P < 0.01, P < 0.05）。また、脳容積と学童期のIQに



























































期から学童期までの全脳体積増加率は、SV 群と TGA 群の間に有意差はなかった。SV
群において、幼児期の Bayley 発達検査による発達指数と学童期の WISC 知能検査によ
る IQ はともに健常群より有意に低かった。学童期の IQ は、学童期の脳体積（特に側頭
皮質体積）および SpO2 と有意に相関し、学童期の全脳体積は心肺蘇生術の既往と関連
していた。 
（研究２）SV 群の幼児期の発達指数、学童期の IQ は健常群より有意に低く、10 名（
28％）が何らかの学習支援を必要としていた。幼児期の発達指数は学童期の IQ と相関
し、幼児期の発達指数が 85 未満（−1SD 未満）の群では、85 以上の群より有意に学習
支援を必要とする割合が高かった。また、85 未満の群では、85 以上の群と比較して、





から脱却して 5 年程度経過した学童期においても、健常群および TGA 群に比較して脳
体積が有意に小さいこと、幼児期から学童期までの脳体積の増加率に TGA 群と SV 群で
有意な違いはないこと、および SV 群の学童期の IQ は脳体積と相関することを示した。
（研究２）においては、SV 群における幼児期の発達指数から、学童期の IQ だけでなく、
学校での学習支援の要否に関しても予測しうることを示した。これらの結果から、重症
先天性心疾患、特に SV 児では神経発達の遅延や障害のリスクが高く、その脳発達は、
学童期に至っても健常児や TGA 児に容易に追いつかないことが明らかになるとともに、
重症先天性心疾患児では、幼児期からの定期的な発達評価と就学を見据えた早期介入が
必要であることが示唆された。 
本研究は、重症先天性心疾患における幼児期から学童期の脳発達について、縦断的観
察により初めて示した点で新規性があり、特に SV における神経発達の遅延や障害のリ
スクが高く、早期からの介入が必要であることを明らかにした点で医学における学術的
重要性が高い。また、幼児期からの発達評価による転帰の予測や早期介入の可能性を示
した点などから臨床的発展が期待できる。 
以上より本審査委員会は、本論文を博士（医学）の学位に十分値すると判断した。 
